
 1 

別 紙 ３ 

平成２７年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  A3 コンテンツ，データ，メディア教育 
 
 ２．研究課題名  原子核反応データベース入力システムの研究開発 
 
 ３．研 究 期 間  平成 27 年 4 月 1 日 ～ 平成 28 年 3 月 31 日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

合川 正幸 北海道大学大学院理学研究院 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

加藤 幾芳 北海道大学大学院理学研究院 名誉教授  

平林 義治 北海道大学情報基盤センター 准教授  

大塚 直彦 国際原子力機関原子核科学応用局 核データ物理研

究官  

升井 洋志 北見工業大学情報処理センター 教授  

Myagmarjav 
Odsuren 

Nuclear Research Center, 
National University of Mongolia Researcher  

 
６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

原子核反応の各種実験データ（核データ）は、日本のみならず世界中で日々実験が行われ、取得

されている。近年、実験手法の高度化及び複雑化により、得られる情報や結果はより専門的かつ広

範囲に及んでいる。例えば、核データは原子核物理学や宇宙物理学などの基礎分野のみならず、原

子力工学、医療や工業などの分野でも重要かつ基礎的な情報である。その核データのデータベース

を保存、維持、管理、公開することは、各分野の利用者が瞬時に必要な情報を得ることを可能にし、

それぞれの研究のさらなる進展につながる。さらには、異なる分野間での相互利用を促進し、各種

の応用等での利用が見込める。 
このような原子核反応データベースの一つに、国際原子力機関（IAEA）を中心とした国際核反応

データセンターネットワーク（NRDC）が管理する EXFOR がある。NRDC は世界 13 センターで

構成されており、北海道大学大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター

（JCPRG）はその一員として、各センターと連携しつつ共通の形式でデータベースを維持している。

このように、世界各国の複数の組織で、様々な経歴を持つ研究者が均一な品質でデータを入力する

ためには、共通の入力システムが必要不可欠である。しかし、現段階ではそれぞれの核データセン

ターが入力システムを独自に開発しており、統一したシステムは存在しない。 
JCPRG では、これまでに Web ベースの入力システム HENDEL を独自に開発し、情報基盤セン

ターのクラウドシステム上で運用してきた。HENDEL により、JCPRG の入力データの高品質化に

つながっている。また、近年、インド、モンゴル、カザフスタン、オーストリアなど、各国の研究
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者が HENDEL を利用するようになり、日本学術振興会アジア・アフリカ学術基盤形成事業「アジ

ア地域における原子核反応データ研究開発の学術基盤形成」を通して、アジア各国の研究者と入力

システムに関する議論を行ってきた。 
この議論を踏まえ、プログラミング言語 Java を利用し、OS やネットワーク環境等に依存しない

入力システムの研究開発を国際連携下で行ことになった。特に、NRDC 及びアジアの研究者との連

携下で推進することで、これまでに無かった事実上の標準となる入力システムの開発が目的である。

これらのシステムの研究開発及び提供には、サーバとの連携が重要なテーマになっており、安定し

たサーバ環境が必要不可欠である。例えば、辞書などのデータのダウンロード時や、クライアント

で作成したデータのアップロード時などにデータ受送信が必要となる。この一連のシステムの研究

開発を、情報基盤センターのクラウドシステム上のサーバを活用した。 
この研究開発に際しては、海外の利用者及び共同研究者、特に、ネットワーク環境が整っている

とは言いがたいインドやモンゴルなどの発展途上国の意見が貴重である。今回、モンゴルから共同

研究者を二度にわたり招聘し、同システム（図）の研究開発を推進した。この結果については国際

会議で発表している[1,2]。 
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図：Java による入力システム（ForEX） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


